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閉鎖型苗生産システムに閲する研究
2. トマトセル成型苗の生育結果にもとづく哨費電力撒および屯力料金の試第
°大山克己・金子貰ー＊・古在既樹（千薬大学園芸学部、＊茨城裕、｝捜セ園研）
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はじめに 閉鎖型苗生産システム（以下、苗生産システム）を実用化する上で、苗育成時の照明およひ空調にかか
わる消貸電力量および電力料金を把握することは重要である。本研究では、苗生産システムを想定して行った ト
マトセル成型苗の生育誤禁の結果（金子ら、 1998、本講演要旨集）と同一の条件下で試算した消費電力量および
電力科金との比較より、苗生産システム内で苗を育成する際の消菩電力量および電力料金を推察しt-:o
試算条件および方法誤算のために想定した苗生産システムは、大山・古在 (1998) の報告と同様であり、苗生
産システム内に、蛍光灯が設置されていて 99枚のセルが収容できる苗育成ユニットが合計 15個存在していて、
システム全｛本で 1485枚のトレイを収容できる場合を想定したっ想定した苗生産システムの概略およびシステム内
外の環境条件をTableIに示す。苗生産システム内の環境条件は、金子ら (1998)の苗育成条件と同様にした。苗
生産システム外の気温として、東京における月別平均気温（理科年表、 1997)を用いt-=,播種後から子葉が展開
するまでは光を必要としない、すなわち消費電力量はゼロであると仮定して、子葉展開（播種後 7日目）以降、
苗育成ユニット内でトマトセル成型苗を育成した場合を想定した。消費電力量の試算方法の概略をTable2に示す。
暗期には環境制御は行わない、室内設備の消費電力量児は無視しうるほど小さい、と仮定して試算を行った。
電力料金は、消費電力呈の試算結果を高圧季節別時間帯別電力A契約（東京電力向、 6kV供給、 Table3)にあて
はめて算定した。明期時間には午後 10時から翌午前8時までの時間帯 (lo時間）を含むと仮定した3
結果および考察 照明器具の必要本数は、光束法を用いた試算結果にもとづき、苗生産システム全体で 1800本
と設定した,I日あたりの照明器具の消費電力量Wけま、 式2より 8.6G J (2,376 kWh)となった)1日あたりの空
調器具の消者電力量児は、式3より 3.4GJ (945 kWh)となり、 1日あたりの苗生産システム全体での消費電力量
児は、式1より 12.0GJ (3321 kWh)となっt-=,苗生産システムにおける 1日あたりの電力最料金は24,840円とな
った3 また、本研究で想定した苗生産システムの最大消贄電力は、 277kWとなった。最大消費電力が300kWで
あると仮定すると、苗生産システムにおける基本料金は、 1日あたり 11,750円となった。これらのことから、苗
生産システムにおける 1日あたりの電力料金（基本料金と電力量料金の和）は35,600円となった。育成日数と苗
1本あたりの消費電力量および電力料金との関係を Fig.Iに示す。金子ら (1998)の報告した子葉展開後に植物
体の本葉の枚数が 2.5枚に達するまでの日数にもとづいて、セル数が 128および288の場合の育成期間をそれぞ
れ 1日および 13日と設定した。この育成期間において、植物体あたりの消費電力量は、セル数が 128および288
の場合、それぞれ0.69および0.36Ml/plant (0.19および0.10kWh/plant)であり、その電力料金はそれぞれ 1.92
および 1.1 円となった。本稿で想定した苗生産システムでは、単位面積あたりの消費電力量は一定と見なせる。
それゆえ、セル数の増大にともない植物体あたりの消費電力量は小さくなる。また、育成期間が短いほど植物体
あたりの消菩電力量は小さくなる。
以上より、閉鎖型苗生産システム内においてセル数が 128および288のトレイを用いてトマトセル成型苗を育
成した場合、子葉展開後、植物体の本葉が 2.5枚になるまでの植物体あたりの消費電力最は、それぞれ 0.69およ
び0.36MJ/plant (0.19および0.10kWli/plant) となっにまた、その電力料金はそれぞれ 1.92および I.II円であ
った。今後、換気による冷房負荷の軽減（大山・古在、 1998)や明期時間および PPFの開節（鈴木ら、 1988、本
講演要旨集）により、本研究の試算結果よりも電力料金を低下させられる可能性があることから、閉鎖型苗生産
システムの実用化は十分可能であると考えた。
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Description o「thesystc11 assu111eJ in this estimation. 
Tr:11srlant p「0Juctio11system 
Dimc11sio11 
ト!eattransmission coefl'icient of the walls 
No. of air exchanges 
No. of transplant trays 
Environmental conditions inside :ind outside the system 
400 ~tmol m・1 s・1 
12 h d・1 
24°c 
5.2-27.l°C * 
最＊：AverageS In 1 okyo (1り61 -lりU)．
「able I 
I 0.,..,:.x.12.0x.J.Om 
0.38 w 11・2 K・1 
o h •I 
1485 trays 
PPF・
PhotoperioJ 
Temperature inside the system 
Temperature outside the system 
’: PhotosynthetlC photon llux at t「aysurtace. 
Table 2 
W =WL+Wc+W, 
W, =N ・ L ・ P 
(l) 
(2) 
We= 
Qc-P 
Cp 
Equations used for estimating electric energy consumption. 
じp:CoeIIicient ot'peri'ormance 
L: Electric energy consumption rate per fluorescent lamp 
N: Number of fluorescent lamps 
P: Photoperiod 
Oc: Heat generation rate inside the factory 
W: Daily electric energy consumption of the factory 
W L: Daily electric energy consumption of lighting 
W c: Daily electric energy consumption of air conditioning 
W,: Daily electric energy consumption of the equipment 
(3) 
Table 3 Demand and electric energy charge of optional-time-of-use service 
(High Voltage Power A, The Tokyo Electric Power Co., Inc., Feb., 1998) 
Electric energy charge (Yen/kWh) 
Dem and 
ch a rg e 
(Yen/kW) 
Daytime (8 a.m. to 10 p. m.) 
Peak• Summer• 
Night time 
Not summer拿
I, I 7 5_ I 5.8 5 
•: Peak: I p. m. to 4 p. m. 1n summer season. 
to September). Not summer: October to June 
14.30 13.40 6.25 
Summer: summer season (July 
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Fig. I Time courses of electric energy consumption (a) and electricity cost (b) per plant when the number 
of cells per tray was 128 or 288. 
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